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春
城
顕
彰
と
生
地
旗　
野　
　
　
博
は
じ
め
に
　
春
城
生
家
の
一
部
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
は
一
九
八
四
年
（
昭
和
五
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
郷
土
誌
『
五
頭
郷
土
文
化
』
に
口
絵
と
し
て
隠
宅
の
写
真
が
あ
り
、
附
さ
れ
た
解
説
を
読
ん
だ
時
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
そ
こ
に
は
市
島
次
郎
吉
邸
宅
の
一
部
と
あ
る
だ
け
で
、
春
城
の
こ
と
に
は
触
れ
ず
、
寄
寓
し
た
前
原
一
誠
の
紹
介
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
　
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
吉
田
東
伍
の
生
家
が
生
地
安
田
に
現
存
す
る
こ
と
か
ら
、
東
伍
の
顕
彰
を
と
地
域
の
若
者
が
勉
強
会
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
春
城
生
地
や
水すい
原ばら
（
阿
賀
野
市
）
と
東
伍
生
地
の
安
田
は
、
隣
町
で
あ
り
二
里
（
八
キ
ロ
）
し
か
離
れ
て
い
な
い
。
勉
強
会
が
中
心
と
な
っ
て
「
吉
田
東
伍
と
そ
の
周
辺
」
と
題
し
て
展
覧
会
を
開
催
し
、
講
師
に
は
谷
川
健
一
氏
と
蒲
原
宏
氏
に
お
願
い
し
た
の
は
一
九
九
三
年
（
平
成
五
）
の
こ
と
だ
っ
た
。
展
覧
会
は
盛
況
で
県
内
外
か
ら
多
く
の
参
会
者
を
得
、
講
演
会
は
満
席
に
な
っ
た
。
展
覧
会
に
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
か
ら
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
の
「
越
後
、
佐
渡
」
の
原
稿
を
借
用
し
、
展
覧
に
供
し
た
。
当
時
の
図
書
館
特
別
資
料
室
の
金
子
宏
二
氏
に
は
特
段
の
配
慮
を
願
っ
た
。
我
々
の
よ
う
な
素
人
の
若
者
集
団
に
、
貴
重
な
資
料
を
貸
し
て
下
さ
っ
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
と
、
金
子
氏
に
は
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
私
を
含
め
た
安
田
の
若
者
は
「
春
城
も
東
伍
も
、
若
い
時
は
こ
ん
な
も
ん
サ
」
と
、
こ
と
の
重
大
さ
に
気
が
つ
い
て
は
い
な
か
っ
た
。
多
く
の
方
々
の
力
を
借
り
、
こ
の
事
業
は
成
功
し
た
。
こ
の
こ
と
が
東
伍
生
春
城
顕
彰
と
生
地
─　　─73
家
が
吉
田
東
伍
記
念
博
物
館
と
し
て
生
ま
れ
か
わ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
東
伍
を
学
べ
ば
必
然
的
に
春
城
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
と
言
う
こ
と
を
、
こ
の
時
に
知
っ
た
。
そ
こ
か
ら
少
し
ず
つ
春
城
を
学
び
始
め
た
。
　
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
生
地
・
阿
賀
野
市
に
お
け
る
春
城
顕
彰
の
活
動
に
つ
い
て
、
手
元
の
資
料
に
よ
っ
て
ま
と
め
て
み
た
。
春
城
生
家
跡
の
一
部
と
隠
宅
の
市
有
　
一
九
九
六
年
（
平
成
八
）
三
月
十
七
日
の
『
新
潟
日
報
』
は
「
越
後
府
の
証
拠
」
と
題
し
て
、
水
原
の
市
島
宗
家
別
邸
跡
に
建
て
ら
れ
た
県
政
発
祥
施
設
「
越
後
府
」
の
平
面
図
と
写
真
を
掲
載
し
、
そ
の
発
見
は
元
水
原
町
長
、
元
県
議
の
歴
史
家
渡
辺
勇
氏
の
手
に
な
る
こ
と
を
報
じ
て
い
た
。「
越
後
府
」
は
維
新
政
府
が
越
後
に
作
り
置
い
た
初
め
て
の
行
政
府
で
前
原
一
誠
が
赴
任
し
た
と
こ
ろ
だ
。
こ
の
重
大
発
見
は
建
築
を
生
業
と
す
る
私
を
、
居
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
な
く
し
た
。
し
か
し
卓
越
し
た
政
治
手
腕
の
持
主
で
あ
り
、
歴
史
学
に
も
深
い
造
詣
の
あ
る
渡
辺
氏
を
い
き
な
り
訪
問
し
て
は
失
礼
と
思
い
、
そ
れ
か
ら
半
年
後
、
つ
い
に
訪
問
の
日
を
迎
え
た
。
今
に
し
て
思
え
ば
、こ
の
渡
辺
氏
と
の
邂
逅
が
私
に
と
っ
て
は
具
体
的
な
春
城
顕
彰
の
始
ま
り
に
な
っ
た
。発
見
さ
れ
た
平
面
図
と
写
真
を
も
と
に
「
越
後
府
」
の
模
型
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
。
製
作
は
新
発
田
市
に
あ
る
新
潟
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
の
住
居
環
境
科
に
依
頼
す
る
こ
と
に
な
り
、
私
が
窓
口
に
な
っ
た
。
水
原
町
と
は
渡
辺
氏
が
交
渉
に
あ
た
り
、
模
型
は
一
九
九
八
年
（
平
成
一
〇
）
に
卒
業
研
究
と
し
て
完
成
し
、
水
原
町
に
寄
贈
さ
れ
た
。
翌
年
に
は
「
越
後
府
」
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
矢
倉
が
別
邸
跡
の
旧
位
置
に
復
原
さ
れ
、
文
化
施
設
再
建
に
勢
い
が
つ
い
た
。
後
日
渡
辺
氏
は
「
春
城
生
家
跡
の
隠
宅
を
町
有
に
、
と
当
局
に
働
き
か
け
を
し
た
の
も
こ
の
こ
ろ
だ
っ
た
。
い
ず
こ
も
同
じ
で
資
金
が
無
く
頓
挫
し
た
ま
ゝ
」
と
語
っ
て
い
た
。
隠
宅
と
は
春
城
生
家
の
一
部
で
い
わ
ゆ
る
離
れ
で
、「
越
後
府
」
へ
赴
任
し
た
前
原
一
誠
が
寄
寓
し
た
建
物
の
こ
と
だ
。
生
家
跡
の
一
部
に
こ
の
隠
宅
の
み
が
奇
跡
的
に
残
っ
て
い
た
の
だ
。
　
二
〇
〇
三
年
（
平
成
十
六
）
東
伍
生
家
十
一
代
当
主
旗
野
裕
之
氏
が
、
生
家
跡
の
保
存
に
向
け
、
資
金
援
助
を
し
て
下
さ
る
こ
と
に
な
っ
─　　─74
た
。
裕
之
氏
は
す
で
に
東
伍
や
そ
の
周
辺
の
人
物
の
顕
彰
、
地
域
の
保
存
な
ど
に
尽
力
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
縁
か
ら
の
援
助
で
あ
っ
た
。
裕
之
氏
の
そ
う
し
た
活
動
の
仲
介
を
し
て
い
た
私
は
、
当
初
、「
春
城
は
東
伍
で
は
な
い
」
と
言
う
こ
と
か
ら
、
援
助
が
実
現
す
る
か
多
少
不
安
が
あ
っ
た
が
、
生
家
跡
の
資
料
的
価
値
を
述
べ
、
老
化
が
著
し
い
こ
と
を
伝
え
る
と
、
裕
之
・
マ
キ
子
ご
夫
妻
は
快
諾
し
て
下
さ
っ
た
。
今
に
し
て
思
え
ば
大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
裕
之
氏
の
祖
母
ヒ
サ
氏
は
春
城
夫
人
ユ
キ
氏
の
姉
で
あ
る
。
ま
た
、
裕
之
氏
は
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
応
用
金
属
学
科
の
出
身
（
一
九
四
四
年
卒
）
で
「
入
学
の
挨
拶
に
春
城
先
生
宅
に
伺
っ
た
。
細
か
い
こ
と
は
失
念
し
た
が
、
お
顔
は
覚
え
て
い
る
」
と
語
ら
れ
「
會
津
八
一
先
生
に
も
お
会
い
し
た
。
中
条
町
（
現
胎
内
市
）
に
お
ら
れ
た
。
こ
ん
な
に
高
名
な
方
だ
っ
た
ら
何
か
一
筆
書
い
て
も
ら
え
ば
良
か
っ
た
。
會
津
先
生
訪
問
は
母
の
意
だ
っ
た
」
と
思
い
出
を
語
っ
て
下
さ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
　
春
城
生
家
の
跡
地
を
所
有
さ
れ
て
い
た
方
と
渡
辺
氏
が
交
渉
し
、
二
〇
〇
四
年
（
平
成
十
六
）
十
二
月
、
合
併
直
後
の
新
生
阿
賀
野
市
へ
の
譲
渡
が
実
現
し
た
。
　
二
〇
〇
五
年
（
平
成
十
七
）
三
月
、
前
述
の
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
金
子
氏
よ
り
朗
報
が
届
い
た
。
金
子
氏
は
在
職
中
よ
り
春
城
研
究
を
続
け
、
退
職
後
も
元
図
書
館
員
と
の
春
城
日
誌
研
究
会
を
継
続
し
、『
図
書
館
紀
要
』
に
春
城
日
誌
の
翻
字
を
連
載
し
て
き
た
。
金
子
氏
は
「
早
稲
田
大
学
図
書
館
で
春
城
の
『
養
痾
漫
筆
』
を
調
査
中
に
偶
然
、
生
家
全
体
の
略
配
置
図
を
見
つ
け
た
、
後
日
そ
の
写
を
送
る
」
と
伝
え
て
来
た
の
だ
。
こ
の
一
報
に
は
驚
喜
し
た
。
送
付
さ
れ
た
略
図
に
は
広
大
な
敷
地
の
片
隅
に
、
隠
宅
が
明
示
さ
れ
て
い
た
の
だ
。
こ
の
一
件
は
我
々
の
春
城
顕
彰
作
業
が
間
違
い
生家配置図
春
城
顕
彰
と
生
地
─　　─75
の
な
い
も
の
、
と
確
定
し
て
も
く
れ
た
。
隠
宅
　
こ
う
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
後
、
渡
辺
氏
と
隠
宅
の
調
査
を
始
め
た
。
屋
根
裏
に
入
っ
て
驚
い
た
。
永
い
年
月
を
経
、
部
材
の
老
化
、
腐
朽
も
見
ら
れ
た
が
、
梁
の
曲
が
り
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
、
架
構
を
維
持
さ
せ
て
い
た
。
大
き
く
張
り
出
し
た
土
庇
は
、
主
屋
の
梁
を
天
秤
状
に
組
み
、
主
屋
の
屋
根
の
重
さ
で
庇
の
先
端
部
を
跳
ね
上
げ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。
現
在
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
工
法
で
あ
り
、
古
え
の
工
人
の
熟
達
し
た
技
法
を
示
し
て
い
た
。
隠
宅
は
一
部
二
階
建
て
で
一
階
八
二
㎡
（
二
五
坪
）、
二
階
は
三
二
㎡
（
一
〇
坪
）。
取
り
つ
き
の
土
間
の
左
の
突
き
出
し
部
に
は
水
ま
わ
り
が
あ
り
、
風
呂
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
次
い
で
中
の
間
。
左
手
に
小
間
と
水
屋
。
奥
の
座
敷
は
一
〇
畳
で
濡
縁
が
廻
さ
れ
、
大
き
な
土
庇
で
覆
わ
れ
て
い
た
。
床
の
間
の
左
に
床
脇
、
天
井
は
高
く
、
二
階
の
天
井
と
同
じ
高
さ
だ
っ
た
。
春
城
は
随
筆
に
「
邸
内
に
は
隠
宅
が
あ
つ
て
、
そ
れ
が
母
屋
と
離
れ
て
可
な
り
広
か
つ
た
の
で
、
そ
こ
を
前
原
を
宿
す
所
と
し
た
。
確
か
座
敷
を
応
接
の
間
に
充
て
、
階
上
が
居
室
で
、
寝
所
も
爰
に
設
け
た
」
と
書
い
て
い
る
。（「
幼
時
見
た
前
原
と
奥
平
」『
回
顧
録
』）
雨
戸
、
障
子
を
開
け
放
っ
た
座
敷
か
ら
は
、
裏
庭
越
し
の
川
の
眺
め
が
、
実
に
見
事
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
　
自
然
木
を
手
摺
に
し
た
廻
り
箱
階
段
を
登
る
と
一
〇
畳
間
と
な
り
、
奥
に
は
床
の
春城生家跡の隠宅（解体前）
─　　─76
間
、
左
手
に
押
入
れ
が
あ
る
。
高
欄
が
つ
く
小
縁
が
め
ぐ
り
、
弟
と
よ
く
一
誠
の
も
と
に
遊
び
に
行
っ
た
春
城
は
、
こ
の
部
屋
に
「
漫
り
に
入
る
こ
と
の
出
来
な
か
つ
た
」
理
由
と
し
て
、「
毎
月
長
官
が
受
取
つ
て
く
る
俸
給
が
奉
書
紙
で
包
ん
だ
ま
ゝ
放
り
出
し
て
あ
る
こ
と
で
あ
つ
た
」
と
書
い
て
い
る
。（
同
前
）
さ
ら
に
そ
の
場
所
を
「
此
の
室
に
は
床
の
間
が
な
く
、
其
の
代
り
に
薄
暗
い
物
置
の
や
う
な
も
の
が
あ
つ
た
」
と
し
て
い
る
が
、「
薄
暗
い
物
置
」
と
は
洞ほら
床どこ
、
す
な
わ
ち
、
内
部
の
す
み
を
湾
曲
に
壁
土
で
塗
り
廻
し
た
洞
窟
状
の
床
の
間
の
こ
と
で
、
数
奇
屋
造
り
の
床
の
間
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
　
工
法
、
番
付
符
丁
な
ど
の
筆
跡
、
材
種
な
ど
か
ら
江
戸
末
期
の
建
築
と
推
定
し
た
。
こ
の
調
査
は
断
続
的
に
続
き
、
成
果
は
復
原
用
と
し
て
ま
と
め
た
。
春
城
展
の
開
催
　
二
〇
〇
五
年
（
平
成
十
七
）
六
月
、
旗
野
裕
之
・
マ
キ
子
ご
夫
妻
か
ら
の
資
金
援
助
を
得
、
生
家
は
正
式
に
阿
賀
野
市
の
所
有
と
な
り
、
教
育
委
員
会
は
「
史
跡
」
に
指
定
し
た
。
　
市
有
を
記
念
し
て
「
春
城
展
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、
私
を
含
む
二
〇
名
余
が
実
行
委
員
に
選
任
さ
れ
た
。
同
年
十
一
月
末
に
初
会
合
が
開
か
れ
、
展
示
の
概
要
と
、
講
演
会
、
図
録
発
行
が
決
定
さ
れ
た
。
会
場
は
水
原
公
民
館
と
し
、
会
期
は
翌
二
〇
〇
六
年
（
平
成
十
八
）
五
月
十
二
日
か
ら
十
四
日
と
さ
れ
た
。
初
会
合
か
ら
わ
ず
か
半
年
後
、
準
備
が
急
が
れ
た
。
資
料
の
所
在
の
確
認
、
採
寸
、
撮
影
と
委
員
は
フ
ル
回
転
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
が
届
い
た
の
は
四
月
五
日
、
た
だ
展
示
会
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
難
航
し
た
。
資
料
が
溢
れ
て
も
困
る
が
、
少
な
く
て
も
さ
び
し
い
。
展
示
全
体
の
流
れ
を
考
え
る
難
し
さ
に
苦
心
し
た
が
、
図
録
作
成
に
は
さ
ら
に
手
こ
ず
っ
た
。
明
け
方
ま
で
の
作
業
を
繰
り
返
し
、
な
ん
と
か
完
成
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
早
稲
田
大
学
か
ら
は
、
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
か
ら
逍
遙
墓
塔
の
拓
本
を
借
用
し
た
が
、
こ
れ
は
春
城
の
筆
に
な
る
も
の
だ
か
ら
だ
っ
た
。
設
営
作
業
は
夜
ま
で
か
か
っ
た
。
作
業
の
終
り
こ
ろ
図
録
春
城
顕
彰
と
生
地
─　　─77
が
届
い
た
。
ズ
シ
リ
と
重
い
図
録
は
頼
り
が
い
が
あ
っ
た
。
　
快
晴
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
春
城
の
お
身
内
と
し
て
次
女
ヒ
サ
氏
の
子
息
矢
吹
彰
男
氏
ご
夫
婦
、
四
女
ミ
ツ
氏
の
ご
養
子
栄
治
氏
方
よ
り
市
島
真
二
氏
。
早
稲
田
大
学
か
ら
は
中
国
文
学
の
村
山
吉
廣
、
大
学
史
に
詳
し
い
佐
藤
能
丸
両
先
生
が
お
い
で
下
さ
っ
た
。
三
日
間
の
入
場
者
は
六
〇
〇
名
を
超
え
、
会
場
か
ら
春
城
生
家
を
お
と
ず
れ
る
方
々
も
多
か
っ
た
。
最
終
日
の
講
演
会
も
満
席
だ
っ
た
。
講
師
は
前
述
し
た
金
子
宏
二
氏
。
演
題
は
「
市
島
春
城
先
生
に
つ
い
て
」
で
、
年
譜
を
も
と
に
講
演
し
て
下
さ
っ
た
。
展
示
、
講
演
会
と
も
に
大
盛
況
で
、
裏
方
の
皆
も
安
堵
し
た
も
の
だ
っ
た
。
春
城
会
の
発
足
　
そ
の
後
、
有
志
が
集
ま
り
、
春
城
の
研
究
と
顕
彰
を
目
的
と
し
た
会
を
結
成
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
春
城
展
か
ら
日
も
経
た
ぬ
六
月
一
日
、
春
城
会
結
成
の
準
備
会
が
開
か
れ
た
。
結
成
は
一
〇
月
五
日
。
設
立
総
会
前
に
講
演
会
も
、
と
な
っ
た
。
講
師
に
は
元
新
潟
大
学
教
授
の
歴
史
家
、
井
上
慶
隆
先
生
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
日
の
演
題
は
「
私
の
越
後
史
研
究
と
市
島
春
城
」
で
あ
り
、
春
城
に
つ
い
て
調
べ
、
考
え
る
こ
と
が
、
越
後
史
研
究
の
上
で
の
指
針
と
な
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
下
さ
っ
た
。
総
会
で
は
会
則
、
役
員
、
事
業
計
画
、
予
算
な
ど
を
決
め
た
。
活
動
の
重
点
目
標
と
し
て
隠
宅
の
保
存
、
活
用
を
揚
げ
た
。
会
報
は
年
二
回
発
行
、
研
修
旅
行
を
年
一
回
お
こ
な
う
こ
と
と
し
、会
長
に
は
渡
辺
勇
氏
に
お
願
い
し
た
。会
員
は
一
〇
〇
名
を
超
え
、熱
気
溢
れ
る
講
演
会
で
あ
り
総
会
で
あ
っ
た
。
　
早
速
の
研
修
旅
行
は
十
一
月
八
日
、
春
城
の
墓
参
で
あ
る
。
晴
天
の
も
と
、
五
〇
人
余
の
参
加
を
得
、
有
意
義
な
研
修
と
な
っ
た
。
帰
着
後
、
隠
宅
に
立
寄
り
こ
こ
で
も
話
が
尽
き
な
か
っ
た
。
研
修
旅
行
の
第
二
回
は
春
城
一
家
が
移
り
住
ん
だ
県
北
の
関
川
村
、
三
回
目
は
春
城
が
主
筆
を
勤
め
た
『
高
田
新
聞
』
の
発
刊
の
地
で
あ
る
高
田
、
そ
し
て
四
回
目
の
今
年
は
こ
れ
又
主
筆
を
勤
め
た
『
新
潟
新
聞
』
の
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新
潟
市
を
ま
わ
っ
た
。
春
城
に
ち
な
ん
だ
土
地
で
研
修
を
続
け
て
い
る
。
会
報
は
二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
二
）
新
春
、
七
号
を
発
行
す
る
。
　
順
調
な
す
べ
り
出
し
と
思
い
き
や
、
不
幸
な
こ
と
が
起
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
五
月
、
会
長
渡
辺
勇
氏
が
脳
梗
塞
で
倒
れ
た
の
だ
。
会
員
に
は
激
震
が
走
っ
た
。
緊
急
の
役
員
会
も
な
す
す
べ
が
な
か
っ
た
。
先
年
奥
様
を
亡
く
さ
れ
、
お
一
人
で
暮
ら
し
て
お
ら
れ
た
が
、
高
名
な
渡
辺
氏
を
訪
ね
来
る
人
は
引
き
も
き
ら
な
い
。
過
労
が
遠
因
で
は
と
誰
れ
も
が
思
っ
た
。
臥
療
は
翌
年
ま
で
続
き
、
八
月
六
日
逝
去
さ
れ
た
。
八
一
歳
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
五
月
十
三
日
、
総
会
と
合
わ
せ
追
悼
の
会
を
持
ち
、
思
い
出
を
語
り
合
い
献
花
し
た
。
何
と
も
残
念
な
出
来
事
で
あ
っ
た
が
、
会
は
副
会
長
の
岩
橋
静
哉
氏
に
会
長
代
行
を
お
願
い
し
、
活
動
を
続
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
話
は
前
後
す
る
が
、
二
〇
〇
六
年
（
平
成
十
八
）
一
〇
月
二
七
日
、
萩
の
前
原
一
誠
宅
の
訪
問
が
か
な
っ
た
の
も
渡
辺
氏
の
お
か
げ
だ
っ
た
。
　
訪
問
前
、
渡
辺
氏
に
そ
の
こ
と
を
伝
え
る
と
、
早
速
前
原
家
に
電
話
を
入
れ
て
く
れ
た
。
渡
辺
氏
は
す
で
に
前
原
家
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
り
、
旧
知
の
仲
で
あ
っ
た
の
だ
。
訪
問
し
た
日
は
、
折
り
し
も
吉
田
松
陰
の
命
日
で
あ
り
、
萩
の
松
陰
神
社
は
例
大
祭
で
あ
っ
た
。
松
陰
祭
の
前
に
一
誠
な
ど
の
松
蔭
門
人
の
祭
典
、
松
門
祭
が
営
ま
れ
て
い
た
。
一
誠
に
連
な
る
方
や
地
元
の
皆
さ
ん
の
ご
配
慮
で
一
誠
の
墓
参
も
か
な
っ
た
。
萩
訪
問
と
隠
宅
の
解
体
　
私
が
萩
を
訪
れ
た
二
〇
〇
六
年
、
阿
賀
野
市
有
に
な
っ
た
隠
宅
を
、
市
は
老
朽
化
が
激
し
く
危
険
と
判
断
し
、
復
原
を
前
提
に
解
体
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
に
わ
か
な
話
で
驚
い
た
が
危
険
と
言
わ
れ
れ
ば
な
す
す
べ
は
な
か
っ
た
。
解
体
が
確
定
し
た
こ
ろ
、
山
口
県
で
前
原
一
誠
の
顕
彰
活
動
を
進
め
て
い
る
青
田
國
男
氏
か
ら
「
一
誠
の
暮
ら
し
た
住
ま
い
を
見
た
い
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。
空
路
の
到
着
は
十
一
月
十
六
日
。
同
行
の
方
た
ち
と
、
安
田
や
水
原
の
一
誠
ゆ
か
り
の
地
を
訪
れ
、
そ
の
後
「
越
後
府
」
の
あ
っ
た
市
島
宗
家
別
邸
跡
を
経
て
隠
宅
へ
む
か
っ
た
。
解
体
作
業
は
半
ば
を
過
ぎ
て
い
た
。
復
原
を
前
提
に
、
と
は
言
う
も
の
の
解
体
さ
れ
て
ゆ
く
そ
の
姿
は
何
と
も
さ
び
春
城
顕
彰
と
生
地
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し
く
、
皆
で
見
つ
め
て
い
た
。
　
翌
日
は
、
吉
田
東
伍
旧
宅
や
県
立
図
書
館
、
さ
ら
に
会
津
八
一
記
念
館
で
、
前
原
や
春
城
ゆ
か
り
品
々
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
夕
刻
、
再
会
を
約
し
て
別
れ
た
。
生
家
跡
の
公
園
化
と
春
城
胸
像
　
二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
〇
）
一
月
二
一
日
、
旗
野
裕
之
氏
が
亡
く
な
ら
れ
た
。
八
八
歳
で
あ
っ
た
。
春
城
隠
宅
再
建
へ
向
け
市
側
と
折
衝
半
ば
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
江
戸
末
期
の
建
物
を
そ
の
ま
ゝ
の
復
原
し
た
の
で
は
現
代
の
活
用
に
支
障
が
あ
る
。
空
調
設
備
、
駐
車
場
の
問
題
、
そ
し
て
何
よ
り
活
用
の
展
望
が
示
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
一
進
一
退
の
折
衝
が
続
い
て
い
た
の
だ
。
　
旗
野
裕
之
氏
は
一
方
で
、
自
ら
の
母
校
で
あ
る
早
稲
田
大
学
に
対
し
て
も
、
吉
田
東
伍
、
市
島
春
城
の
顕
彰
の
た
め
に
と
図
書
館
に
、
ま
た
出
身
学
部
で
あ
る
理
工
学
部
の
創
設
百
周
年
に
と
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た
。
　
翌
二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
一
）
三
月
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
長
の
加
藤
哲
夫
先
生
が
裕
之
氏
宅
の
マ
キ
子
夫
人
の
も
と
を
訪
れ
、「
来
年
は
春
城
先
生
の
生
誕
一
五
〇
年
に
あ
た
る
。
こ
れ
を
記
念
し
、
先
生
の
胸
像
を
作
り
、
図
書
館
に
設
置
し
、
訪
れ
る
多
く
の
人
々
に
春
城
先
生
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
裕
之
氏
の
お
気
持
ち
に
応
え
た
い
と
思
う
。」
と
の
意
向
が
伝
え
ら
れ
た
。
マ
キ
子
夫
人
は
快
諾
、
草
創
期
の
早
稲
田
大
学
の
発
展
に
尽
く
し
た
春
城
の
像
が
よ
う
や
く
作
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
九
月
十
一
日
、
加
藤
館
長
は
図
書
館
事
務
部
長
の
中
元
誠
氏
と
共
に
再
び
マ
キ
子
夫
人
の
も
と
を
訪
れ
、
春
城
銅
像
制
作
の
進
捗
状
況
を
報
告
、
そ
の
中
で
「
銅
像
は
二
体
作
成
し
、
一
体
は
大
学
図
書
館
に
、
も
う
一
体
を
新
潟
県
新
発
田
市
に
贈
り
、
市
島
邸
に
設
置
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
」
と
の
話
が
あ
っ
た
。
市
島
邸
と
は
、
市
島
宗
家
の
邸
宅
で
、
現
在
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
越
後
の
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豪
農
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
立
派
な
建
物
で
、
分
家
筋
に
あ
た
る
春
城
と
も
交
流
が
深
く
、
関
連
資
料
も
所
蔵
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
新
発
田
市
と
早
稲
田
大
学
は
、
校
友
会
活
動
や
文
化
事
業
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
て
お
り
、
そ
う
し
た
関
係
か
ら
春
城
像
の
贈
呈
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
大
変
喜
ば
し
く
、
実
現
の
日
が
ま
た
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
春
城
顕
彰
に
尽
く
し
て
き
た
春
城
会
と
し
て
は
、
ま
た
別
の
思
い
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、「
生
家
跡
に
も
胸
像
を
設
置
で
き
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
解
体
さ
れ
た
隠
宅
の
跡
地
は
、
現
在
公
園
と
し
て
活
用
し
て
ゆ
く
方
向
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
何
と
か
そ
こ
に
も
春
城
像
を
、
と
、
春
城
会
と
し
て
阿
賀
野
市
に
働
き
か
け
、
実
現
の
日
を
待
っ
て
い
る
。
お
わ
り
に
　
二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
一
）
十
一
月
二
一
日
、
新
発
田
市
は
天
王
の
市
島
邸
で
講
演
会
を
開
い
た
。
講
師
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
藤
原
秀
之
氏
。
詳
細
は
本
誌
上
に
同
氏
よ
り
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
図
書
館
と
春
城
と
の
関
係
を
時
に
笑
い
を
誘
い
な
が
ら
の
わ
か
り
易
い
巧
み
な
講
演
は
好
評
だ
っ
た
。
講
演
会
前
の
夏
に
は
、
新
発
田
市
の
文
化
会
館
で
早
稲
田
大
学
合
唱
団
に
よ
る
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
、
満
席
の
聴
衆
を
魅
了
し
た
。
同
市
の
月
岡
温
泉
で
合
宿
し
、
そ
の
成
果
の
発
表
も
兼
ね
て
い
た
と
か
。
そ
の
両
方
に
参
加
し
た
私
は
、
新
発
田
市
の
企
画
力
、
行
動
力
に
感
歎
し
た
。
　
一
方
で
、
阿
賀
野
市
は
春
城
生
誕
の
地
で
あ
り
、
生
家
跡
の
一
部
も
残
り
、
そ
こ
を
市
有
に
し
た
。
春
城
会
の
会
則
第
一
条
は
「
こ
の
会
は
、
郷
土
が
生
ん
だ
偉
人
市
島
春
城
の
業
績
を
顕
彰
し
、
春
城
生
地
跡
の
史
跡
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
し
て
い
る
。
会
の
目
的
は
こ
の
一
条
に
尽
き
る
。
　
新
発
田
市
五
十
公
野
の
市
島
一
族
墓
地
に
春
城
一
家
は
眠
っ
て
い
る
。
そ
の
墓
塔
は
生
地
に
向
っ
て
建
っ
て
い
る
。
新
発
田
市
と
阿
賀
野
市
は
隣
接
し
、
顕
彰
す
べ
き
春
城
を
共
有
し
て
い
る
の
だ
。
春
城
顕
彰
と
生
地
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記
録
魔
の
春
城
は
生
涯
日
誌
を
書
き
続
け
た
。『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
に
連
載
さ
れ
た
日
誌
を
読
め
ば
、
春
城
の
も
と
を
中
央
は
も
と
よ
り
、
新
潟
県
の
各
界
か
ら
も
多
く
の
人
々
が
訪
ね
、
最
新
の
情
報
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
新
潟
県
の
東
京
事
務
所
の
様
を
呈
し
て
い
た
よ
う
だ
。
生
誕
一
五
〇
年
を
期
に
、
今
度
は
春
城
が
新
潟
に
帰
っ
て
来
る
番
だ
。
心
し
て
迎
え
た
い
。
春
城
顕
彰
は
、
次
代
に
残
せ
る
重
要
な
文
化
と
確
信
し
て
い
る
。
　
生
地
で
の
春
城
顕
彰
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
と
は
言
え
、
私
事
が
多
く
な
っ
た
、
ご
海
容
を
。
（
は
た
の　
ひ
ろ
し　
新
潟
・
春
城
会
幹
事
長
）
